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研究成果の概要（和文）：本研究は、コロナ禍の影響で、当初予定していた東北地方での看護・介護施設でのフ
ィールドワークが不可能となり、研究デザインを大幅に変更し、収集済のデータの再分析に方針を変えざるを得
なくなった。分析の焦点は方言から、職場における接触場面のインターアクションにおける様々なリソースの使
用やトランスランゲージングに移ることとなった。老人介護施設における日本人介護福祉士と外国人介護福祉士
の実際のインターアクションの分析を通して、彼らの専門的能力が限られた日本語能力の中でどのように発揮さ
れていくのか、そのプロセスを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：The COVID-19 pandemic made it impossible to conduct the originally planned 
fieldwork at nursing and long-term care facilities in the Tohoku region, necessitating a major 
change in study design and a shift to reanalysis of previously collected data. The focus of the 
analysis shifted from dialect usage to the utilization of various communicative resources and 
translanguaging in workplace interactions. By analyzing actual interactions between Japanese and 
non-Japanese caregivers in a geriatric care facility, we clarified how professional abilities are 
demonstrated despite limited Japanese language skills.

研究分野： 応用言語学

キーワード： 看護・介護人材　職場でのインターアクション　外国人労働者　日本語能力　コミュニケーション　マ
ルチモーダル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの看護・介護分野における日本語教育研究は、実際の職場場面におけるやりとりに注目したものは非常
に少ない。また、看護・介護分野における外国人人材の増加に伴い、地方の施設でも外国人材の姿が見られるよ
うになってきたが、外国人材の日本語力の欠如というの視点が主であり、職場におけるコミュニケーションとい
う視点から、接触場面でのインターアクションを捉える試みは限られている。本研究では、外国人看護・介護人
材の働く職場でのコミュニケーション支援のために、職場における実際の言語行動や言語学習の過程を分析し、
コミュニケーションの様相を明らかにしたことに社会的意義があると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究を開始した当初は、看護・介護現場における外国人材が確実にその存在感を増していた

時期にある。看護分野では、経済連携協定（以下、EPA）による受け入れの他、2005 年の規制緩

和により、一定の基準を満たせば、外国人看護師にも日本の看護師国家試験の受験が認められる

ようになり、特に中国などの漢字圏出身者を中心に、試験に合格し日本で看護師として働いてい

る外国人看護師の数が急増していた。一方で、介護分野においても、近年の EPA の介護福祉士

候補者の国家試験合格率は 50％前後にまで上昇しており、それに伴い国家試験合格後も有資格

者として日本で勤務を続けている人も増えつつあった。こういった有資格者として看護・介護業

務に従事する外国人の増加に加え、2017 年には「介護」の在留資格の開始や外国人技能実習制

度における介護職種の追加など制度化の動きもあり、看護・介護現場で働く外国人のさらなる増

加が見込まれていた状況であった。 

しかし、外国人材の職場でのコミュニケーション能力や日本語力について不安視する声が多

くあった。しかしながら、これまでの看護・介護分野における日本語教育研究は、実際の職場場

面におけるやりとりに注目したものは非常に少ない。また、看護・介護分野における外国人人材

の増加に伴い、地方の施設でも外国人人材の姿が見られるようになってきたが、現場での日本語

教育においても国家試験や専門用語の勉強が優先され、高齢の患者や利用者とのコミュニケー

ションで日々使用される方言については、外国人人材が理解に困難を示していても取り組みが

遅れている状態であった。 
 
 
２．研究の目的 
上記の課題を鑑み、本研究では、外国人看護・介護人材の職場でのコミュニケーション支援の

ために、職場における実際の言語行動や言語学習の過程を分析し、コミュニケーションの様相を

明らかにすることを当初の目的とした。特に、東北地方という地域性に注目し、(1)職場でのやり

とりで使用される方言を外国人人材はどのように理解し学習しているのか、(2)職場における情

報伝達において使用される語彙や表現、構造の特徴はどのようなものか、という観点から分析を

行うことを予定していた。地方においては、高齢の患者や介護施設の利用者は、方言を利用する

ことが多く、外国人介護人材が理解しにくい方言を整理し特徴を把握することは意味があると

考えたためである。また、首都圏への人口流出と少子高齢化、それに伴う看護・介護分野での人

材確保・受け入れは地方共通の課題であるものの、外国人材養成については、とりわけ東北北部

においては、都市圏に比べその対応に大幅に遅れをとっているのが当時の状況であったことも

背景にある。 

しかしながら、2020 年度以降は、新型コロナウイルスの感染拡大防止により、介護施設への

部外者の立ち入りが制限され、予定していたフィールドワークを基にしたデータ収集が不可能

となった。そのため、収集可能な方法で得られるデータや、すでに収集済のデータを分析してい

くことで対応せざるを得ない状況となった。そのため、2020 年以降は、すでに収集していたデ

ータについて、本研究の目的に合致させた視点を取り入れながら、視点を変えて分析を進めるこ

ととなった。その結果、職場において、外国人材が実際にはどのようなインターアクションを行

っているか、インターアクションで用いられる語彙や表現、構造などをはじめ、マルチモーダル

なリソースの活用という視点から、分析していくこととしたほか、遠隔でも収録可能なインタビ

ューの方法を用いて、職場におけるコミュニケーションの課題について聞き取りを行うことと



した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究プロジェクトは、開始当初は以下の５ステップに従い、研究を進めることを計画してい

た。 

(1) 東北北部、特に秋田県における看護・介護現場で使用される方言について、日本人看護・介

護従事者を対象に、アンケートやインタビューにより方言データを収集し、使用傾向について分

析する。収集したデータをもとに、同地方で働く外国人人材に理解を確認し、理解が困難である

ものの傾向を探る。 

(2) 東北北部、特に秋田県の施設で働く外国人看護・介護人材の職場場面におけるインターアク

ションに関するデータ（録画データ、インタビュー、フィールドノート）を収集する。 

(3)(2)で収集したデータをもとに、現場で使用される方言を始めとした日本語について、外国人

人材の理解や学習プロセスに注目し質的に分析する。 

(4)(2)で収集したデータをもとに、職員間での情報伝達で用いられる語彙や表現、情報のやりと

りの構造の特徴を明らかにする。 

(5)上記(1)~(4)の分析結果を基に、看護・介護現場における学習支援教材の開発を行う。 

 しかしながら、前述の理由により、実際に収集ができたデータは、以下の 2 点のみであった。

(1) 日本人看護・介護従事者を対象に行った方言に関するアンケート調査 

(2) 遠隔で収録できた、日本人介護従事者・外国人介護従事者へのインタビュー 

その他には、過去に収録していた看護・介護現場でのインターアクションの録画をデータとした。 

 

４．研究成果 

 本研究は、当初データ収集を予定していた施設で働いていた外国人介護人材が急遽帰国する

という予想外のケースが生じた。また、2020 年以降は新型コロナウイルスの影響により、予定

していた介護施設でのフィールドワークが行えなくなるという事態となり、研究デザインを当

初予定よりも大幅に変更せざるを得なかった。 

 しかしながら、その困難な状況の中でも、主に以下について研究成果を出すことができた。 

(1) 外国人看護・介護人材が働く施設において、日本人看護・介護実習者を対象にした介護現場

における方言使用 

(2) 東北地方で外国人介護職員として就労するために必要な日本語学習ニーズ 

(3) 外国人看護・介護人材の職場におけるインターアクションの特徴 

 

まず、(1)については、看護・介護場面で使用されるオノマトペや方言について、アンケートの結

果から使用頻度の高いものを抽出することができた。特にオノマトペについては、「チクチク」

や「シクシク」など、痛みに関するもの、「もぐもぐ」や「ごっくん」など、患者や利用者の行

動を促すものについて、よく使用される傾向が明らかとなり、今後の外国人職員の日本語教育に

生かすことができると思われる。 

(2)については、現在東北地域の介護施設で介護職員として就労している外国人職員およびそ

の外国人職員とともに働く日本人職員に対し、職場でのインターアクションやコミュニケーシ

ョン上で感じる課題についてのインタビューを行った。その結果から、仕事上で必要となる日本

語力として、音と表記の一致に課題があり、口頭では正しく認識している患者や利用者の名前が

介護記録では正しく記載されないこと、褥瘡や床ずれといった専門用語と日常用語がインター



アクション時に混在しており、どの場面でどの語を使うのかという認識が十分ではないことな

どが指摘された。また、仕事の分野だけではなく、私生活の中で、他者と交流したり文化的活動

に参加したりできるための日本語を学びたいという外国人職員の考えも明らかとなった。また、

過去に収録したインタビューについて、職場の国際移動に伴い、それぞれの職場環境の違いと 

それぞれの職場で求められる言語使用に着目し、縦断的に言語使用とアイデンティティの変化

を分析した。これらのインタビューで得られた結果は、地域日本語教育人材の養成講座で用いら

れる動画教材として整理、開発され、現在、教育資料として使用されている。 

(3)については、方言という視点に加え、translanguaging という概念を用いて、日本語以外の言

語リソースを活用して行われているコミュニケー ションに着目し、その特徴について分析を進

めることができた。これらの結果は、職場では日本語だけでコミュニケーションをとるように指

導されていることの多い介護の現場に一石を投じるものであり、今後職員の文化的言語的背景

が多様化する職場において、より安全に情報共有を行うためのコミュニケーションの在り方を

考えるためのリソースとなるのではないかと思われる。 

様々な要因により、当初の計画とは変更となったことも多かったが、その状況の中でも、外国

人が働く職場におけるインターアクションの特徴を把握するという目的に沿い、一定の研究成

果は出せたのではないかと思われる。 
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